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1 . 本書は、平成 5年度太子町指定文化財斑鳩寺鐘楼保存修理事業における屋根葺き替え工事

により得た資料を枯に作成したものである。

2. 瓦各部の計測については、計測項目を下記図のとおり設定し、各形式の代表例について計

測した。

軒瓦各部位名称

3. 調査は、太子町教育委員会社会教育課三村修次• 海野浩幸が担当した。

4. 整理作業にあたっては、伊藤慶子、岩村千穂、小山真紀、中村豊子、山本和子の協力を得

た。 （敬称略）



NO i 瓦当文様 （拓本） ・実測図 (1/4) 泣、」ミ 量 (cm) 備 ニA松

高さ I i 35. 5 

・北西隅鬼瓦

II I , 28. o 
I 

上端福

．銘文

下端福 35.5 「天正甘年六月四月」

最大厚さ 18.5 「春山藤七作」

最小厚さ 4.2 

ー



NO I瓦当文様（拓本） ・実測図 (l/8) 法量 (cm) 蒔叩
.

J

 考

高さ 73.0 

ー

・鰊瓦

• 南側

高さ 51.2 

・鯖瓦

・北側

2
 



NO I瓦当文様 拓本 実測図 (1/4) 法量 (cm) 備 考

ー

直径 14. 7 

内区径 9.8 

外区径

・巴頭部やや尖り分離し

11. o I ている

内I幅 o. 8 I・尾部は内径面に取りつ
くように消える

縁 I文様I素文縁

外I幅 2.0 

縁 I高さ 0.9 

全長 ?
3
 

う
Jcr"-

厚さ 1.8 

外縁比 0.27 

・三巴左巻き素文縁

・個数 2/140 

。

直径 12.5 

・左巻三巴文軒丸瓦

内区径 4.4 

• 四順部丸く分離してい

外区径 8.5 る

内 幅 2.0 ・尾は短い

縁 文様 珠文縁 ・珠文数12個（大きく丸

vヽ）
外 幅 1. 9 

21 芍恋悛瞑憐惑裕整認慇ジ I ・個数 1/140 

縁 高さ 0.5 

全長 24.1 

厚さ 1. 9 

外為象比 0.30 



NO I 瓦当文様 （拓本）． 実測図 (1/4) 

゜

31 

法量 (cm) 備 考

直径 13.8 

・左巻三巴文軒丸瓦

内区径 5.1 

・巴頭部が広く分離して

外区径 9.7 いる

内 幅 2.2 ・尾部長い

縁 文様 珠文縁 ・珠文12個（大きめ）

外 幅 2.1 
I 
l ・個数 2/140 

縁 高さ 0.35 

全長 25.2 

厚さ 1. 7 

外縁比 0.30 

直径 15.3 
＇ ・左巻三巴文軒丸瓦

内区径 I 5. 0 I I 
I I ・巴頭部分離している外区径 10. 0 

I 

・巴尾部短い

内|幅 1 2. o : 
・珠文数12個（大きめ）

縁文様珠文縁 I 

41 I 外 幅 2. 6 ・ 個数 1/140

縁高さ I o. 75 

全長 29.3 

厚さ 2.1 

外縁比 0.34 



NO I瓦当文様（拓本）・実測図 (1/4) 法量 (cm) 備 考

直径 14.0 

内区径 6.2 

外区径 ， • 6 
内I幅 1. 8 

縁 I文様I珠文緑

外I幅
・瓦当裏面に輪違紋が

1. 7 I ある (l{[洲休のみに

あり）

縁 I高さ I o. 8 

全長 28.3 

・左巻三巴文軒丸瓦

・巴頭部分離

・巴尾部長い

・珠文数13個（小さい）

厚さ 1. 6 

外縁比 0.24 

・比較的古い

・個数 10/140 

直径 I 14.5 
I ←巻-巴文軒丸瓦• 江—

内区径 I 5.0 
I • 四且部丸く分離
I 

外区径 I 8.8 I 
・尾部は短い

I 
I 

内 1 幅 2.0 

I ・珠文13個（大きい）
I 

町文様 1珠文縁 1 ・個数
1/140 

I 

叫幅 1 2.6 

I 門 I 0.9 
61 

全長 I 25.8 

厚さ I 1. 6 

外縁比 I 0.36 



NO I瓦当文様（拓本）・実測図 (1/4) 法量 (cm) 備 考

直径 14.0 

内区径 6.2 

外区径 9.6 

内I幅 1.8 

縁 l文様I珠文縁

外I幅
・瓦当裏面に輪違紋が

1. 7 I ある (1佃体のみに

あり）

縁 I高さ I o. 8 

全長 28.3 

・左巻三巴文軒丸瓦

•四間部分離

・巴尾部長い

・珠文数13個（小さい）

厚さ 1. 6 

外縁比 0.24 

・比較的古い

・個数 10/140 

直径 14.5 

0 内区径
・左巻三巴文軒丸瓦

5.0 
I 

外区径 8.8 

I ・疇部丸く分離

I 

内1幅 I 2.0 
I ・尾部は短い

I 

61 

縁 I文様 1珠文縁 I ・珠文13個（大きい）

I 

I外 I 

， ・個数 1/140 
幅 2.6 

縁 高さ 1 0.9 

全長 25.8 

厚さ 1. 6 

外縁比 〇.36 



NO I 瓦当文様 （拓本）． 実測図 (1/4) 法量 (cm) 備 考

直径 13.7 

• 六/J...古'C;佳ー＝巨しl,へ'r十出T-9れノW布J. や~
内区径 5.3 

・巴頭部丸く大きく分離

外区径 9. 7 している

内 幅 2.0 ・尾部は短い

縁 文様 珠文縁 ・珠文数16佃（小さい）

外 幅 1.8 ・比較的古いと思われる

71 噸闊麗額畷鬱防e
縁 高さ 0.6 ・個数 2/140 

全長 26.5 

厚さ 1. 6 

外縁比 0.26 

゜
直径 14.6 

・左巻三巴文軒丸瓦

内区径 5.3 

・巴頭部分離

外区径 9.3 

・尾部が相対する胴部に

内 幅 1. 9 接する様に終わる

縁 文様 珠文縁 ・珠文娑女14個（大きめ）

外 幅 2.5 ・全長が36an以上と長い
I 

8 

1竺 I0.6 ・個数 1/140 
全長 36.8 

厚さ 2. 0 

外縁比 0.34 



NO I 瓦当文様 （拓本）・実測図 (1/4) 法量 (cm) 備 考

直径 14.5 

゜
・左巻三巴文軒丸瓦

内区径 6.2 

・巴頭部分離

外区径 9.5 

・尾部は長め

内 1 幅 1.9 

・珠文数14個

縁 I文様 1珠文縁

・相対的に作り力咄tであ

外 幅 I 2.3 I る
91 I 

縁 高さ 0.7 ・個数 1/140 

全長 26.8 

厚さ 1.4 

外縁比 0.31 

直径 13.8 

・左巻三巴文軒丸瓦

内区径 5.2 

・頭部分離巴が小さく

外区径 9.0 I まとまる巴頭部平た＜
つぶれる

内 1 幅 1. 9 

・珠文数16個（大きめ）

縁 1文様I珠文縁
・比較的に新しい

外 幅 2.0 

10 I I ・作りが雑である

縁 高さ 0.4 

・個数 1/140 

全長 25.0 

厚さ 1. 5 

外縁比 0.29 



NO I 瓦当文様 （拓本）． 実測図 (1/4) 法量 (cm) 備 考

直径 13.4 

（フ I I • 左巻-=::Jil L..Jvへ_,出.平,力,,..,百......, 
内区径 5.8 

・頭部分離尾部長め

外区径 9.0 

・珠文数16個

内 1 幅 1. 9 

・判キズのつき方が少々

縁 文様 珠文縁 異なる物がある

外 幅 2.3 ・個数 9/140 

lll 、嶺翠癒器綴蒻璽鬱ゾ I 

I r ・")¥ 

( I縁I高さ 1 0. 7 

j-, 

" 全長 24. 7 

＾ ". 
厚さ 1. 75 

アヽ

外縁比 0.34 

直径 14.0 
I 

・左巻=r=o*虹• L...J ‘“ t ー・Jj..l .---:-
へ十Iノ u.J.....l.J＇•一ヽ1• 

内区径 I 5.1 I 

外区径 I 9.3 
I ・巴がIlぶり

I 

叫 幅 I 2.2 
I ・珠文数16個

I 

12 I 

三緑文様l珠文縁 ，・鰈 1/140 
I I 2. 3 

ト゜.55 
全長 24.9 

厚さ 1. 3 

外縁比 0.32 



NO I 瓦当文様 （拓本）． 実測図 (1/4) 

し>•

131 I 

14 

法量 (cm) 

直径 1'1.4 

内区径 5.4 

外区径 8.6 

内 幅 1. 5 

縁I文様I珠文縁

外I幅 I 2.5 

縁 1高さ 1 o. 7 

全長 I 24. 7 

厚さ I 1. 7 

外縁比 0.35 

直径 13.8 

内区径 5.3 

外区径 9.6 

内I幅 2.0 

縁 1文様 I珠文縁

外I幅 2.1 

備 考

・左巻三巴文軒丸瓦

•四間部分離、頭部丸く

大きい

・尾部端しは相対する胴

部に接する様に終わる

・珠文数16個（比較的

I 小さめ）

I . 瓦当面外縁面取りがし
てある

・比較的に新しい

・個数 4/140 

・左巻三巴文軒丸瓦

•四且部分離頭部丸く

・尾部短い

・珠文数16個（大きめ）

•四且部分離頭部丸く

平たい

縁 I高さ I o. 6 I・ 尾部太く短く終わる

全長 I 25. 5 I・瓦当面の作りが相対的
に雑である

厚さ 1. 6 

・個数 7/140 

外縁比 0.30 



NO I瓦当文様（拓本）・実測図 (1/4)

15 

法量 (cm)

直径 14.1 

内区径 5.3 

外区径 9.2 

内I幅

外I幅

備 考

・左巻三巴文軒丸瓦

・巴頭部分離頭部丸く

平たい

1. 7 I・尾部太く短く終わる

縁 I文様 I 珠文縁 1・珠文数16個（大きめ）

2. 4 I・ 瓦当面の作りが相対的

に雑である

縁 I高さ I 0.8 

全長 25.4 

厚さ 1.8 

外縁比 0.34 

・個数 2/140 

/ 直径 14.3 
I 

：・左巻三巴文軒丸瓦／（ ご
内区径 5. 7 

＼， •四頁部近接するが分離

外区径 9.6 頭部丸く高く収める

尾部は長いめ

内 1 幅 1.7 

・珠文数16個（大きめ）

縁 1文様 1珠文縁
I 

•新しい物（巴の頭部の

外 幅 2.5 切り込みに特徴）

16 I I 
縁 高さ 0.8 ・個数 5/140

匹..可T

＼ 
全 長 26.5 

厚さ 1. 7 

外縁比 0.34 



NO I 瓦当文様 （拓本）． 実測図 (1/4) 法量 (cm) 備 考

直径 14.4 

c__) 
・左巻三巴文軒丸瓦

内区径 6.2 

・巴頭部少々尖りめで小

外区径 9.6 さい

内 幅 l. 7 ・尾部端は胴部に接する

ように終わる尾は長い

縁I文様I珠文縁
・珠文数16個

外 幅 2.6 

17 I I ・比較的古い

縁 高さ 0.7 

・個数 3/140 

全長 27.0 

厚さ 2.3 

外縁比 0.36 

直径 14.5 

Q ・左巻三巴文軒丸瓦

内区径 6.0 

・巴頭部丸く平たい

外区径 9.0 尾部は長いめ

内 幅 1. 9 ・珠文数16個（大きく

扁平）

縁 1文様I珠文縁
・隅軒丸瓦（鬼瓦の下）

外 幅 2.3 である

18 I I 
縁 高さ 0.8 ・比較的に新しい

全長 24.7 

・個数 1/140 

厚さ 1. 6 

外縁比 0.31 



NO I瓦当文様（拓本）・実測図 (1/4)

19 

-----

・1 

20 I v''t<・＇ぷ壼~~益認t物翠!:翌,.. • ． -~ ~~/ •• r 
'J  ... , • 

法量 (cm) 備 考

直径 14.5 

・左巻三巴文軒丸瓦

内区径 5.4 

•四且部が分離

外区径 9.0 

・尾部と胴部が近接する

内I幅 1. 7 

・珠文数16個（大きく

縁 1文様 1珠文縁 1 高い）

外I幅 2. 7 I・ 新しい

縁 I高さ o. 7 I・ 個数 1/140 

全長 25.1 

厚さ 1. 5 

外縁比 0.37 

直径 1』只V• ？U 
I 

・左巻三巴文軒丸瓦
＇ 内区径 6.9 
I 

•四且部円形で分離して

「内外区径 10.0 I いる

I幅 1.6 I . 尾部長く巴の巻きは長
い方

縁 1文様 1 珠文縁＇I 

・珠文数16個（扁平）
I 

外 幅 2. 7 

I ・個数 7/140 

縁 高さ 0.8 

全長 31.4 I 
~1-

厚さ 2.35 

外縁比 I 0.34 

ヘ
し



NO I瓦当文様（拓本）・実測図 (1/4)

21 

22 I 墨岱吝述ぶここ—— ー，；L全知：兌蕊炉 ／ I 

法量 (cn1)

直径 14.5 

内区径 6.0 

外区径 9.9 

内I幅 1. 8 

備 考

・左巻三巴文軒丸瓦

・疇部丸く高い分離

・尾部は胴部に取りつか

ない

縁 1文様 1 珠文縁 I・珠文数16個（丸く大き

く高い）

外I幅

縁 I高さ

全長

厚さ

外縁比

直径

内区径

外区径

内 幅

縁 文様

外 幅

縁 高さ

全長

厚さ

外縁比

2.2 

0.8 

27.8 

1. 7 

0.30 

14.8 

6.6 

10.9 

2.3 I 

•新しそうな作りである

・個数 4/140 

・左巻三巴文軒・丸瓦

・巴頭部丸く広く分離

・巴の尾は短く巻きつか

ない

底 I. 珠文数16個（やや小さ
め）

1.8 

・上愧交的古そうであり一

0.8 番数が多い

32.8 ・個数 28/140 

1. 9 

0.24 



NO I 瓦当文様 （拓本）． 実測図 (1/4) 法量 (cm) 備 考

直径 15.4 

(_; ・左巻三巴文軒丸瓦

内区径 6.7 

・疇部は分離し円形で

外区径 11.0 ある

内 幅 2.0 ・尾部は胴部に取りつか

ない

町文様 1 珠文縁

・珠文数16個（高い）

外 幅 2.1 

23 I 4螂涵f I ・個数 1/140 

縁 高さ 0.7 

全長 28.9 

厚さ 2.1 

外縁比 0.27 

直径 14.3 

（＼ ・左巻三巴文軒丸瓦
I 内区径 7.0 

•四且部分離

外区径 10. 3 

・尾部は相対する胴部に

内 幅 1. 7 取りつく

縁 文様 珠文黛： ・珠文数17個（比較的

小さい）

外 幅 2.0 

24 I I ・尾部が胴部に取りつく

縁 高さ 0.8 もので比較的古いもの

と思われる

全長 27.2 

・個数 2/140 

厚さ 2.2 

外縁比 0.28 



NO I 瓦当文様 （拓本） ． 実測図 (1/4) 法量 (cm) 備 考

直径 13.9 

・右巻三巴文軒丸瓦

C) 内区径 4.9 

・疇部分離している

外区径 9.9 

・巴は小ぶりで尾、巻き

内 幅 2.8 共に短い

縁 文様 珠文縁 ・珠文数12個（大きく

扁平）

外 幅 1.8 

25 I 文芯型涵甜憐穀罹隠ツ I ・巴部の径は5.3cm珠文

縁 高さ 0.6 部分その他に対して小

さいのが特徴的である

全長 25.9 

・個数 3/140 

厚さ 1.5 

外縁比 0.25 

直径 13.7 

0 ・右巻三巴文軒丸瓦

内区径 5.2 

•四間部は丸く分離して

外区径 10. 2 いる

内 幅 2.4 ・巴は短く巻きカVJ,，ない

縁 文様 珠文縁 ・珠文数12個（大きく

高い）

外 幅 1. 9 

26 I I ・NO, 25よりも巴頭部が

縁 高さ 0.5 丸く大きい比較的古い

物か？

全長 25.6 

・個数 1/140 

厚さ 1. 5 

外縁比 0.25 



NO I 瓦当文様 （拓本） ． 実測図 (1/4) 法量 (cm) 備 考

直;丁-15. 5 
I 

・右巻三巴文軒丸瓦

内区径 5.5 

・巴頭部は丸く高い

外区径 10. 0 

・尾は太く短く、胴部に

内 幅 2.1 I は取りつかない

縁 文様 珠文縁 1・珠文数13個（大きく

高い）

外 幅 2. 7 

27 I 

｀ 
I • 新しい

縁 高さ 0.8 

・個数 3/140 

全長 31. 0 

厚さ 2.2 

外縁比 0.34 

直径 I 13.0 I 
・右巻三巴文軒丸瓦

Q I 内区径 4.3 

・巴頭部まるく分離してI 

外区径 8.5 いる

内 幅 2.1 ・巴は細めで小ぶり

縁 文様 珠文縁 ・珠文数14個（高い）

外 幅 2.0 • 新しい

28 I I I 
縁 高さ o. 5 I . 個数 2/140 

全長 30.2 
I 

厚さ 1.6 

外縁比 0.30 
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NO I瓦当文様 拓本 実測図 (1/4) 法量 (cm) 備 考

31 

直径 13.8 

内区径 5.5 

外区径

• 四饂丸く、分離して

s. 1 I ぃる

内I幅 1.8 I・ 尾部は太く短い

縁 1文様 1珠匁求 1・珠文数16個（大きく
間隔が詰まる）

外I幅 2.6 

縁 I高さ

全長

・比較的新しい物の様で

o. 7 I ある

24. 7 I ・個数 1/140 

厚さ 1. 9 

外縁比 0.37 

・右巻三巴文軒丸瓦

(_J 直径 14.7 

・右巻三巴文車千丸瓦

内区径 5.8 

・巴頭部丸く分離してい

外区径 9.3 る

内 幅 1.7 ・珠文数16個（大きい）

緑 文様 珠文縁 ・NO, 31を少し大きくし

たような感じである
I 

外 幅 2.3 

32 I ・疇部か-N0,31よりも

縁 高さ 〇.7 少し長めである

全長 24.4 ・個数 2/140 

厚さ 1. 5 

外縁比 I 0.31 



NO I瓦当文様（拓本） ・実測図 (1/4)

33 

法量 (cn1)

直径 15.3 

内区径 5.5 

外区径 9.9 

内I幅

外I幅

縁 I高さ

備 考

・右巻三巴文軒丸瓦

• 四睛部丸く、分離し

ている

2.1 I・尾部は太く、端になる

ほど急激に細くなり短

縁 I文様I珠文縁 I い

2. 4 I・珠文数16個（大きく

高い）

0.6 

全長

厚さ

•四且部の切り込みに特

27. 5 I 徴あり新しいものと思

われる

l. 5 

外縁比 0.31 

・個数 33/140 

直径 14.9 

・七1口殊己―=ru'--'vヘ哺十手l力ノ・u百., や

内区径 6.2 

•四且部丸く大きく、分

外区径 10.1 離している

内 幅 1. 9 ・全体的に平坦である

縁 文様 珠 ・珠文数16個（大きく

扁平）

外 幅 2.3 

34 I ·~ 裂孜啜桜~—~-- ニー幻心繹多俊砂 I ・比較的に新しい

縁 高さ 0.7 

・個数 1/140 

全長 26.2 

厚さ 1.8 

外縁比 0.30 



NO I瓦当文様 拓本 実測図 (1/4) 法量 (cm) 備 考

35 

直径 14.1 

内区径 6.3 

外区径

内I幅

縁 I文様

2.0 

外 I幅 3.6 

縁 I高さI o. 7 

全長 I 24. 5 

厚さ I 1. 5 

外縁比 I o. 52 

・蛇の目文軒丸瓦

・個数 1/140 

直径 16.5 

・右巻三巴文隅軒丸瓦

内区径 7.2 

•鬼瓦（北西隅）の下に

外区径 11. 4 ある

内 幅 2.0 ・巴頭部丸く分離

縁 文様 珠文縁 ・尾は長い

外 幅 2.5 ・珠文数16個（大きく

36 I 丸い）

縁 高さ 0.9 
I 

・斑鳩寺講堂瓦に同版の

全［さ口2.4 田直あり

厚 ・個数 1/140

外縁比 I 0.30 



NO I 瓦当文様 （拓本） ． 実測図 (1/4) 法量 (cm) 備 考

上弦長 24.4 

r 

I弧
・素文縁均整崖草文様

~ と（木元 ・ 2. 5 軒平瓦

下弦長 ・中心飾りは「五弁の花

文様」を配し麿草文は

幅 5. 6 3回反転させる

文様区長 22. 0 ．釘穴あり

文様区幅 3,2 ・凹面に滑り止めあり

1 I 1上外区厚さ 1 1. 4 

下外区厚さ I 1,0 

右区脇福 I 1. 8 

左区脇幅

文様の深さ 1 0,9 
I 1 

全 長 I25. 9 
-~ 

厚 さ 2.8 

顎の形態 段

上弦長I25. o 
・素文麻は勾整應草文捐:

，弧 深 I 2. 6 I 軒平瓦

゜下弦長I24. 5 I . 中心飾りは「花文様」を配し唐草文は3回反
幅 I 4. 5 I 転させる

文様区長 I22. 4 

文様区幅 2. 5 

21 1上外区厚さ 1.0 I I 
下外区厚さ I 1.0 

右区脇幅 1 1. 1 

左区脇幅 1 1. 5 

文様の深さ 1 0. 5 

全 長 I31. o 

厚顎の形態さI2段.7 
) 



NO I 瓦当文様 （拓本） ． 実測図 (1/4) 

I 
法 量 (cm) 備 考

上弦長 22.8 

□ ・索文緑均整l占廿；［文様
弧 深 2. 2 軒•平瓦

／ 

• ← 
下弦長I21. 5 I・ 中心飾りは「三弁の花

文様」を配し店草文は

幅 4.4 3伯］反転させる

文様区長 15. 6 ．釘穴あり

文様区幅 1 2,2 

31 I上外区厚さ 1 1. 2 

下外区厚さ I 1.0 

右区脇幅 1 3,5 

左区脇幅 1 2. 7 

文様の深さ 1 0.4 

全 長 25,5 

厚 さ 1. 9 le 
顎の形態 段

上弦長I24. 4 
・素文縁均整胆草文様

゜
1弧 深I l.B I 軒平瓦

I下弦長 1 23. 8 I . 中心飾りは「三弁の花
文様」を配し唐草文は

幅 4.0 2回反転させる

文様区長 15. 0 ．釘穴あり

文様区幅 1 2.4 

41 1上外区厚さ I 0,8 I I ＼ 

に

下外区厚さ I 0. 8 

右区脇幅 1 4. 3 

□ニ 三 I左区闘副 5. 1 

I碑の深さ 1 0. 4 

全 長 I21. 2 

> -//~J I厚 さI 2. 0 

顎の形態 I 段



NO I 瓦当文様 （拓本） ． 実測図 (1/4) 
I 
法量 (cm) 備 考

上弦長
・素文緑均整店倍文様

弧 深 I 1. 9 I 軒平瓦

下弦長 1 I . 中心飾りは「三弁の花
文様」を配し店雄文は

幅 I 4.0 2回反転させる 1枝目
はつながっている

碑区長I15. 3 

文様区幅 1 2,5 

51 I上外区厚さ I 1.0 

下外区厚さ 1 0,5 

右区脇幅 1 4. 3 

左区脇幅 1 4. 5 

三 I文様の深さ I o. 5 

全 長 I27. 5 

厚 さ 2.4 

顎の形態 段

上弦長 25.0 

('  
・索文緑均整屈雄文様

＼ 弧 深 2. 6 軒平瓦

下弦長 24,0 ・中心飾りは「三弁の花

文様」を配し）苫草文は

幅 4,2 2回反転させ2つ目は
2t文に分枝する（筒素

文様区長 15. 0 化した紋様）

文様区幅 2. 5 

61 I上外区厚さ I 1. 1 

下外区厚さ I 0. 6 

右区脇幅 1 5,2 

左区脇福I 4,8 

文様の深さ 1 o. 5 

全 長 I26. 1 

厚 さ1 1. 9 

顎の形態 I 段



NO I 瓦当文様 （拓本） ． 実測図 (1/4) I 法量 (cm) 備 考

上弦長
・索文緑均整店紐文様

弧 深 軒平瓦

下弦長 • 中心飾りは「花文様」
を配し）加底文は3囲反

幅 4. 5 I 転させる

文様区長

文様区幅 1 1, 9 

71 I上外区厚さ I 1. 7 

下外区厚さ 1 0,9 

右区闘門 4,0 

―̀ `  F 文様の深さ II 

! 
o. 5 

全 長I25. 1 

厚 さI 2,4 

顎の形態 段

上弦長 23.8 

ぃ I弧 ・素文緑均整店草文様
深 1.8 軒平瓦

下弦長 23, 3 • 中心飾りは「三弁の花
文様」を配し1且草文は

幅 3,9 2回反転させる

文様区長 16. 0 

文様区幅 1 2. 3 

81 1上外区厚さ 1 1.0 

下外区厚さ I 0. 6 

右区脇幅 1 4. 2 

左区脇幅 1 3. 6 

文様の深さ 1 0. 5 

全 長I25. 5 

厚 さ 1, 8 

顎の形態 段



NO I 瓦当文様 （拓本） ． 実測図 (1/4) 
I 
法量 (cm) 備 考

上弦長 22. 7 

C) 
・素文縁均整唐草文様

弧 深 1. 5 軒平瓦

下弦長 22. 5 ・中心飾りは「花文様」

を配し唐草文は2回反

幅 5. 0 I 転させる

文様区長 I 16. 4 

文様区幅 1 2. 0 

91 1上外区厚さ 1 2.4 

下外区厚さ 1 0. 6 

右区脇幅 1 3. 2 

左区脇幅 1 3. 1 

文様の深さ 1 0,4 

全 長 I 25. 3 

厚 さ 2.4 

顎の形態 段

上弦長I22. o 
・素文緑均整店箪文様

<2 ~I 2.2 I 軒平瓦

下弦長I22. o I . 中心飾りは「三弁の花
文様」を配し）；！憚文は

幅 I4. 2 3回反転させる
文様区長 16. 2 

文様区幅 1 2. 2 

10 I 1上外区厚さ I 0, 9 

下外区厚さ 1 1. 1 

右区脇幅 1 2, 7 

左区脇幅 1 3, 1 

文様の深さ I 0. 2 

全 長 I 22. 2 

厚 さ 2, 6 

顎の形態 段



NO I 瓦当文様 （拓本） ． 実測図 (1/4) 
I 
法量 (cm) 備 考

上弦長 21. 9 

() ・素文認均整J占箪文様

戸下弦長 2.2 

iji「平瓦

I 22. o I . 中心飾りは「三弁の花
文様」を配し唐箪文は

幅 I4. 2 3回I又転させる
文様区長． 15. 0 

文様区幅 1 2. 2 

11 I I上外区厚さ 1 0,9 

下外区厚さ 1 1.1 

右区脇幅 1 3, 2 

左区脇幅 1 3, 7 
I 

ニ〗 I娼の深さ 1 0,4 

全 長 27, 5 

厚 さ 2. 1 

顎の形態 段

上弦長I22. s 
・素文緑均整店箪文様

弧 深 1. 4 軒平瓦

下弦長 22. 5 • 中心飾9は「花文様」
を配し見憚文は3回反

幅 3. 6 転させる

文様区長 14. 6 ・滑り止めあり

文様区幅 2,2 

12 I 1上外区厚さ 1 o. 9 

下外区厚さ 1 0,5 

右区脇幅 1 4. 2 

左区脇幅 1 4. 0 

しこ 三 I文様の深さ 1 0. 5 

1全 長 I 29. 1 

厚 さ 1, 9 

顎の形態 段



NO I 瓦当文様 （拓本） ． 実測圏 (1/4) 法量 (cm) 備 考

上弦長 23.7 

・素文緑均整屈草文様

．弧 深 I 2. 3 I 軒・平瓦
() 

l下弦長Iz3. 5 I . 中心飾りはll繕屯化した
「桐花文様」を配しJ即草

幅 4. 9 I 文は3回反転させる

文様区長 I17. 2 

文様区幅 1 2. 6 

13 I 1上外区厚さ 1 1. 2 

下外区厚さ I 1. 1 

右区脇幅 3. 2 
．、

左区脇幅
.I 

3,3 ＼ 

文様の深さ I 0. 5 

全 長 I29. 4 

厚 さ 2. 0 

顎の形態 段

上弦長I22. s 
・索文縁均整唐箪文様

() 
＼ 

l弧 深 I 2,2 I 軒平瓦

下弦長1 I . 中心飾りは「3弁花文
様」を配し店箪文は1

幅 I 3, 7 I 対配i性する

文様区長 I17. 2 

文様区幅 2,2 

I ＼ 
14 I 1上外区厚さ o. 7 

下外区厚さ I 0,8 

右区脇幅 1 3. 0 

左区脇幅 1 2,4 

文様の深さ I 0. 6 

全 長 Izs. 9 

厚 さ 2. 0 

顎の形態 段



NO I 瓦当文様 （拓本） ． 実測図 (1/4) 
I 
法量 (cm) 備 考

上弦長 25,4 

I >
・素文緑，均籾占箪文様

弧 深 1.0 軒平瓦
＼， 

下弦長 24. 0 • 中心飾りは「三弁花」
であるが3つの花文の

幅 4, 7 分離が明瞭でない。店

箪文は4回反転させ先

文様区長I13. s I: は2枝に分枝する

文様区幅 1 2. 9 I:. 加古川鶴林寺のill「平瓦
（寮政9年 [17!37]の

15 I 1上外区厚さ I 1.0 銘のある軒丸瓦と組み
合うnrr-平瓦）と類似す

下外区厚さ 0.8 る

右区脇幅 5,5 

左区脇幅 1 6. 1 

〗二 三 I文様の深さ 1 0,3 

I全 長 I25. 4 

厚 さ 2. 0 

顎の形態 段

上弦長 24, 7 

C 
・索文緑均整j占i,Y文様

~下弦長 1.9 

軒平瓦

I 23. o I . 中心飾りは「三弁花」
を配し先が2つに分か

幅 4, 1 I れる店箪文は3回反転
させる

譴区長I13. 6 
・NO, 15と類似している

文様区幅 1 2. 2 

16 I 1上外区厚さ 1 1. 1 

下外区厚さ 1 0,8 

右区脇幅 1 5,5 

左区脇幅 1 5. 6 

文様の深さ 1 0,6 

全 長 I25. 9 

厚 さ 2. 0 

顎の形態 段



NO I 瓦当文様 （拓本） ． 実測図 (1/4) I 法量 (cm) 備 考

上弦長I23. o 
・素文緑均籾占箪文様

弧 深 1. 5 軒平瓦

下弦長 22. 5 • 中心飾りは「花文様」
(3花弁の分離が明瞭

幅 4. 0 でない）を配し店虹文

は辿続しながら3回l又
碑区長I1 s. 3 I転させ先は2枝に分枝

する

匁区幅I2, 2 
・NO, 16に似る

17 I I上外図厚さ I1, 0 
・滑り止めあり

下外区厚さ I 0,8 

右区脇幅 3. 9 

左区脇幅 3,8 

文様の深さ 1 0. 5 

全 長 I26. 6 

厚 さ 1.9 

顎の形態 段

上弦長 1 24. s 
・素文縁均整唐草文様

弧 深 2.4 軒平瓦

下弦長 25.0 ・中心飾りは「花文様」

を配し胆草文は3回反

幅 3. 7 転させる先は2枝に分

枝する（唐草文が銀杏

文様区長I14. 6 葉のようである）

文様区幅 1 2.4 

18 I I上外区厚さ I 0,9 

下外区厚さ 1 0. 4 

右区脇幅 1 4.5 

f_:: ニ
l左区脇幅 1 5. 7 

二 I文様の深さ 1 o. 5 

'全 長 I25. o 

厚 さ 2. 2 

顎の形態 段



NO I 瓦当文様 （拓本） . 実測図 (1/4) I 法量 (cm) 備 考

上弦長I24. s 
・素文緑均整店1店文様

弧 深 1. 7 軒平瓦

下弦長 24. 5 • 中心飾りは「銀杏菜様
三弁花」を配し先が2

幅 4,5 つに分かれる店箪文は

3回反転させる
嬬区長I12. a 

・滑り止めあり

這区幅 1 2,9 

19 I 1上外区厚さ I 0. 9 

下外区厚さ I 0, 7 

右区脇幅 1 6. 1 

左区脇幅 1 6. 0 

文様の深さ I 0. 5 

全 長 I 25. 6 

厚 さ 1 2,0 

顎の形態

I 
段

上弦長

・素文緑均整J胆；i: 文様
弧深 I •If平瓦
下弦長 • 中心飾りは「銀杏葉花

弁」を配し先が2つに

幅 4. 3 分かれる見憚文は3回
反転させる

文様区長

文様区幅 1 2, 7 

20 I 1上外区厚さ 1 0,9 

下外区厚さ 1 0. 7 

右区脇幅

左区脇幅 1 4.0 

文様の深さ 1 o. 5 

全 長 I 25, o 

厚 さ 2,0 

顎の形態 段



NO I 瓦当文様 （拓本） ． 実測図 (1/4) I 法量 (cm) 備 考

上弦長
・素文緑均整肘草文様

弧 深 軒平瓦

下弦長 22.8 • 中心飾りは「花文様」

~炉聾的翠·;;_.-這・:・_ヌ,聟t},,I ~ 
を配し店草文は2回反

幅 3,8 I 転させる（花弁の分離
が明瞭でない）

文様区長 1 10. 3 

・滑り止めあり

文様区幅 1 2,3 

21 I 1上外区厚さ 1 1.0 

下外区厚さ I 0, 5 

右区脇幅 1 6. 5 

し~~□・ 
l左区脇幅 1 6. 2 

二］ I文様の深さ 1 0,5 

全 長 I25. 8 

厚 さ 2. 1 

顎の形態 段

上弦長
・素文緑均整店草文様

弧 深 軒平瓦

下弦長 •中心飾りは「花文様」
を配し!IT障文は2回反

幅 4. 3 I 転させる（花弁の分離
が明瞭でない）

文様区長
・滑り止めあり

碑区幅 1 2, 7 

22 I 1上外区厚さ 1 0. 9 

下外区厚さ 1 0, 7 

右区脇幅

左区脇幅 1 6, 5 

這の深さ I 0,4 

全 長 I25, 8 

厚 さI 1. 8 

顎の形態 I 段



瓦当文様 （拓本） ・実測図 (l/4) 法量 (cm) 備 考

直径 9.2 

・棟込瓦

内区径 8.8 

・瓦当面菊花紋様

全長 12.5 

I 1. 4 

1 

直径 I10. 0 
I 

内区径 I 5.5 
I ．棟込瓦

＇ 
I ・瓦当面菊花紋様

全長 10. 5 

I 1. 4 

i軍を'.'”"'唸匹／,＇り蕊, ． ．． 
輸外,,,,疇護涵唆羹祝鴨

．． 
‘‘ ・ヽ

2 
g; 



NO I瓦当文様（拓本） ・実測図 (1/4) 法量 (cm) 備 考

3
 

直径

全長

厚さ

9.2 

12. 7 

1. 5 

．棟込瓦
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NO I瓦当文様（拓本） ・実測図 (1/4) 法量 (cm) 蒔叩., 考

全長

厚さ

10. 8 

1.7 
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0 10 cm 

瓦釘実測図 (1)

NO 断面型 全長 (cm) 幅x原さ (cm) 頒幅(cm) 材質 備 考

l 角 28.5 0.7X0.6 2, 1 鉄 頭部は円形

2 丸 23.3 0. 7X0. 7 1. 7 鉄 頭部は長方形

3 角 24. a 0. 7X0. 7 2. 7 鉄 頭部は楕円形で折り曲げる

4 角 Ill. n 0.8X0.8 2.4 鉄 頭部は楕円形で折り曲げる

5 角 22. 7 0.8X0.8 2.2 鉄 頭部は楕円形で折り曲げる

6 角 20.n 0.7X0.7 2.4 鉄 頭部は楕円形で折り曲げる
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10cm 

一
瓦釘実測図 (2)

NO 断面型 全長 (cm) 幅x厚さ (cm) 頭幅(cm) 材質 備 考

7 角 19.6 0.7X0.7 2. l 鉄 頭部は楕円形で折り曲げる

8 角 26.l o.axo.n 2,6 鉄 頭部は楕円形で折り曲げる

， 角 27.6 0.8X0.8 2,4 鉄 頭部は楕円形で折り曲げる

10 角 24.9 0. 7X0.6 2.0 鉄 頭部は水滴形で折り曲げる

， 
II 丸 23. 7 a. r,xo. 6 2,2 鉄 頭部は水滴形で折り曲げる

12 丸 22.2 0.6X0.5 1. 7 鉄 頭部は水滴形で折り曲げる
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